
学習のまとめと表現 九州地方の学習を振
ふ

り返って整理しよう 
教科書対応ページ p.187(参照するページ p.176～185) 

➀【ワードチェック】九州地方で学習してきた次の言葉が説明できたら， 

□に印を入れよう。 

 

□ カルデラ 

□ 世界遺
い

産
さん

 

□ 火山 

□ 地熱 

□ シラス台地 

□ ハザードマップ 

□ 施
し

設
せつ

園芸 

□ 畜
ちく

産
さん

 

□ 北九州工業地域 

□ エネルギー革命 

□ 集積回路(IC) 

□ さんご礁
しょう

 

□ 琉
りゅう

球
きゅう

王国 

 

 年 組 番 名前         

火山活動でできた,大きくかん没した円形の地形を指す,スペイン語で「鍋」を意

味する言葉。熊本県の阿蘇山が有名。 

人類共通の遺産としてユネスコで採択された条約に基づいて登録された,文化

遺産と自然遺産，両方を併せた複合遺産を次の世代に受け継いでいくことを目

的とする地域や建造物などのこと。 

地底深くにあったマグマが地表や海中などに噴出することによって形成される地

形。九州地方には阿蘇山,雲仙岳や霧島山,桜島など多数の火山があり,観光地

にもなっている。 

地球内部にある熱,あるいは熱エネルギーのこと。発電にも利用され,大分県では

発電が行われている。 

数万年前,現在の鹿児島湾北部で起きた大噴火による火山灰などが積もってで

きた台地のこと。シラスは軽くて水を通しやすいため,水の確保が難しく,農地とし

ての開発が遅れた。鹿児島県と宮崎県に分布。 

火山噴火や台風などによる水害,地震などによる津波など,さまざまな自然災害

による被害を予測し,災害発生時の被害範囲や避難経路・避難場所などの情報

が示された地図。 

人口の多い都市への出荷を目的として,野菜や果樹などを栽培する園芸農業の

うち,ビニールハウスなどの施設を利用したもの。 

牛や馬,山羊,豚,鶏などの家畜を飼育して,乳製品や肉,卵,皮革,羽毛などの生

活に必要な物資を得る産業。 

太平洋ベルトの西の端に位置する,福岡県北九州市とその周辺に広がる工業地域。 

1960年代に,日本でエネルギー源の中心が石炭から石油に転換したことを指

す言葉。 

コンピューターなどに必要なトランジスタやコンデンサ,ダイオードなどをシリコン基

板上につけ,さまざまな機能をもたせた電子回路。 

海にすむ生物の一種であるさんごが集まってつくられる地形。水温が高く,きれい

な浅瀬に見られ,多くの海洋生物のすみかや観光スポットとなっている。 

明治時代まで,現在の沖縄県と鹿児島県の奄美群島までを領域とし,中国や朝

鮮半島,東南アジアなどと貿易を行い,独自の文化を築いた王国。 

 

解答例 

掲載されている解答は,一つの例です。 

自分の解答が正しいか気になった場合は, 

先生に質問してみましょう。 


